
文献紹介
社長のための
SDGs実践経営

経営方針を明確にし、

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ力と人材力を高める

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ社（2021.9.15初版発行）

ISO経営支援センター講演資料〔神戸〕 1



中小企業でのSDGｓの必要性
• ＳＤGsは普遍性があり、網羅性が高く、
すべての企業にとって親和性が高く、一
時のﾌﾞｰﾑに終わることなく、ますます広
がる。

• 中小企業が導入するﾒﾘｯﾄ

１）経営ﾘｽｸのﾁｪｯｸﾘｽﾄになる

２）企業の生存戦略になる

３）新たな事業機会の創出になる

４）企業ｲﾒｰｼﾞや信用度が向上し、ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ力
となる

５）人材の採用や活性化に役立つ

• 導入しないときのﾃﾞﾒﾘｯﾄ

自社の目の前の利益偏重になり、社会課
題を把握できないことから経営のﾘｽｸやﾋﾞｼﾞ
ﾈｽﾁｬﾝｽを見極める力が弱まり、社会や取引
先からのSDGs要請に応じないことにより、
生存競争に生き残れない可能性が強くなる。

新たな事業機会に恵まれることもなく、
企業ｲﾒｰｼﾞや信用度の向上に時間がかかるこ
とになる。人材採用に苦労し、社員のﾓﾁﾍﾞｲ
ｼｮﾝが上がらず悩むことになりそうです。

経営陣が社員を巻き込み、社会課題解決
に取り組む姿勢こそが、長期にわたる経営
の持続性を確かなものとしていくための出
発点となる。
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スライド 2

神戸1 神戸 良雄, 2022/01/06



ＳDGs経営の実践
1.SDGsを理解し、社内で共有

経営理念やﾋﾞｼﾞｮﾝをSDGsの言葉で共有

経営理念やﾋﾞｼﾞｮﾝに則り、自社が社
会の中で果たす使命、何を実現しよう
とするのか、貢献しうるSDGsのﾀｰｹﾞｯﾄ
を見つけていく。

「我社は〇〇でSDGsの目標8と9の達成
に貢献」と現在だけでなく未来に向け
て発信することで、社員の理解が深ま
り、社外への発信力も高まる。外部のｽ
ﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰも社会課題解決に取組む姿勢
を評価し、自社への理解も進む。
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２．SDGs推進の活動体制をつくる

２－１ 担当者を決定し、SDGs推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸ
ﾄを立ち上げる

経営者又は役員 1名と社内外での活動に
対応できるﾒﾝﾊﾞｰを選ぶ。主担当はﾘｰﾀﾞｰｼｯ
ﾌﾟを発揮できる人で、各部署から1名のﾒﾝ
ﾊﾞｰが参加するのが理想的。

２－２ ｷｯｸｵﾌﾐｰﾃｲﾝｸﾞを実施

全社員にSDGsに取組むことを周知する場
を持ち、経営者がSDGsに取組む意思表示を
明確にする。推進ﾒﾝﾊﾞｰの紹介をし、我が
社がSDGsに取組むことによりどう変わって
いくかを説明することがﾎﾟｲﾝﾄとなる。
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2－3 社員への浸透を図る

社員の理解と納得を深めること
が必要。

自社がSDGsを実装することによ
り、どのような効果があるのか、
自社がＳDGsに取組まないとどう
出遅れるのか、又は淘汰されるの
か、業界ではどこが進んでいるの
か、今がﾁｬﾝｽとなるなど、実益に
絡めて説明できることがﾎﾟｲﾝﾄと
なる。

実際に社内浸透を図るには、右
表のように自社に適した浸透策の
実施が考えられる。
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3．自社の活動をSDGsと
紐づける

3－1 取組活動とSDGs
の紐づけを理解する

SDGsの目標達成に貢
献する活動内容を理解
する。SDGsは、環境、
資源、社会、経済に大
分類し、その取組対象
のｷｰﾜｰﾄﾞを整理したの
が右表。

この表を基に、まず
自社が実行できる取組
をﾘｽﾄｱｯﾌﾟする。
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3-2.ﾊﾞﾘｭｰﾁｪｲﾝでの取組
活動をﾏｯﾋﾟﾝｸﾞする

自社の活動を棚卸し
て、自社が生み出して
いる社会、環境及び経
済へ与える効果影響を
整理する。

ﾊﾞﾘｭｰﾁｴｲﾝの各段階で
取り組むべきﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄ
を整理したものが右図。

自社としての取組内
容を前項の紐付け早見
表を参考に、自社の取
組をﾘｽﾄｱｯﾌﾟする。
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3-3 正の影響を与えるものか、負の影響を減じるものかの視点を持つ

SDGs経営を進めるということは、「社会や環境、

経済の課題に対して、その課題解決に貢献するこ

と」。

その際、ﾋﾞｼﾞﾈｽとして課題解決を図るには、事業

活動を通じてSDGsの目標に「正の影響」あるいは

「負の影響」を与えるものかが考える視点となる。

例えば、自社生産工程で、ｴﾈﾙｷﾞｰや水の使用量と

排出量の削減に取組むことは、環境に与える影響を

減らし、資源のﾑﾀﾞをなくすることにつながるので、

目標7(エネルギーをみんなにそしてクリーンに)、目

標12(つくる責任つかう責任)に貢献し、負の影響を

減ずる取組ということになる。

一方、消費者の健康に配慮した製品の開発は、

目標3「すべての人に健康と福祉を」に貢献し、

正の影響を与える取組ということになる。

鮮魚販売を今までの対面から、鮮度を維持す

るﾊﾟｯｹｰｼﾞで長期間販売できるﾈｯﾄ販売に変換で

きたら、目標8「働きがいも経済成長も」、目標

９「産業と技術革新の基盤をつくろう」、目標

14「海の豊かさを守ろう」に貢献し、これも正

の影響を与える取組になる。

負の影響を減じる取組はﾘｽｸを軽減するものと

して、正の影響を与える取組は新しい価値を創

造するものとして、ﾋﾞｼﾞﾈｽの発展に繋がること

が多い。

自社の企業活動をﾊﾞﾘｭｰﾁｪｲﾝとして捉えた場合

のﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄに、この正と負の影響を考慮してお

く。
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4.何に取組むかを決定し、目標を立てる

4-1 取り組むﾋﾞｼﾞｮﾝや目的の明確化

ＳDGs経営を推進する為には、

基本方針として取組のﾋﾞｼﾞｮﾝや目的を明確
にしておく必要がある。

自社の経営資源を鑑み、社会に貢献でき
るものは何か、どういう課題を解決しよう
とするのかをﾋﾞｼﾞｮﾝとして野心的に大きく
掲げ、ﾋﾞｼﾞﾈｽとしてどんな素晴らしい結果
を目指すのかを明確にして多くことが重要。

更に自社のＳDGsへの取組を明確にして、
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞやﾎﾟｽﾀｰなどに「SDGs宣言」を掲示
し、社内での意思統一及び社外に発信して
内外に明らかにする。
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４－2 取組む戦略のﾘｽﾄｱｯﾌﾟ

自社の製品・商品やｻｰﾋﾞｽが顧客や社
会に受け入れられるためには、顧客や社
会が直面している課題を解決するもの、あ
るいは現状より一層発展するためのものを
提供すること。この課題解決のために、自
社が提供できる価値創造は何かを検討す
ることが企業として存続していくための必
須の事項となる。

自社にとっての経営面での重要性と顧客
や社会から見た重要性をﾏﾄﾘｯｸｽで考え、
この場合「SWOT分析」で、自社の「強み」
「弱み」は何かを挙げていく。

４－３ 分析で取組むべき戦略を区分する

社会課題の関心度が高く、自社の強みが生かさ

れる象限はが、「成長戦略ｿﾞｰﾝ」となる。

社会課題の関心度高いが、自社の経営資源が乏

しく、積極的に出られない象限は、自社の弱みを

克服して事業機会やﾁｬﾝｽの波を考える「改善戦

略ｿﾞｰﾝ」になる。
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４－４ 優先課題を検討する

ＳWOＴ分析で、自社が取り組むべき戦略がﾘｽﾄｱｯﾌﾟ

されたので、自社が取組むべき優先課題を見つける

必要がある。

まず、「成長戦略ｿﾞｰﾝ」で挙げられた戦略を優先

する。今後市場が求め、需要が見込まれる分野なの

で、自社の強みが生かされるならば大きく成長が見

込まれる。

次に、「改善戦略ｿﾞｰﾝ」で、市場や需要が見込まれ
るのに、自社の弱みがﾈｯｸになって打って出ることが

できない分野で、中期的に、できれば3年位かけて

自社の弱みを解消していく必要がある。

次に、「市場浸透戦略ｿﾞｰﾝ」で、自社の強みをどう

生かすかが課題となるが、慎重な判断が求められる。

更に、「縮小・撤退戦略部門」ですが、この分野で戦

力を費やすべきではない。

４－５ 優先課題を見極める

次ページの表で、「関心の高いﾆｰｽﾞ」を抽出し、

そのための「ﾆｰｽﾞに応える事業」を戦略として掲げ

る。

その事業を遂行することで、新たな「応えることで

得られること」を具体化し、これを

「①価値の大きさ」として1～5で数値化する。一方、

この事業に「応えないことで生ずる問題」を具体化し、

「②問題の大きさ」として、これも１～5で数値化す

る。さらに、この事業の「事業遂行における負担、ｺｽ

ﾄ」を具体化し、

「③事業ｺｽﾄの大きさ」として1～5で数値化する。

その結果を「総合価値；①+②-③」として数値で評

価する。この総合価値を基にこの事業を戦略として

取り上げるかどうかを〇△×で判断し、数値の大き
いものなら優先課題になる。
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４－６ 目標を立てる

SDGsは、2030年にあるべき姿を示して
いる。意欲的な目標の方が、大きな影
響や達成度が期待できる。現在の延長
線上の目標設定ではなく、「2030年に
達成したいあるべき姿」として目標か
ら現在までをﾊﾞｯｸｷｬｽﾁﾝｸﾞ思考で遡って
いく、未来志向の考え方が良い。

目標設定にあたっては、自社の目標だ
けでなく、社会やｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰが求める目
標と関連付ける。

横浜の(株)太陽住建では、「ﾘﾌｵｰﾑ事
業におけるｺﾞｰﾙとﾀｰｹﾞｯﾄ」で、「空き
家を活用したｺﾐﾆｭｹｲｼｮﾝｽﾍﾟｰｽの数を
2019年4ｹ所から、2030年には56ケ所
に」と設定している。
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• 目標8.3:生産活動や適切な雇用創出、起
業、創造性、及びｲﾉﾍﾞｲｼｮﾝを支援する開
発重視型の政策を促進する。

• 目標11.3:すべての国々の参加型、包括
的かつ持続可能な人間居住計画管理の能
力を強化する。

• 目標11.7:人々に安全で包括的かつ利用
が容易な緑地や公共ｽﾍﾟｰｽへの普及的ｱｸｾ
ｽを提供する。

• 目標12.8:人々があらゆる場所において、
持続可能な開発及び自然と調和したﾗｲﾌｽ
ﾀｲﾙに関する情報と意識を持つようにす
る。

• 目標17.16:持続可能な開発の為のｸﾞﾛｰﾊﾞ
ﾙ･ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟを強化する。

• 太陽住建では、2030年の自社のあるべき
姿を売上等の数字ではなく、社会に与え
る社会的ｲﾝﾊﾟｸﾄを示す数字で、定量的に
表現している。そしてSDGsのｺﾞｰﾙ目標を
「169のﾀｰｹﾞｯﾄ」まで関連付けているとこ
ろに大きな特徴がある。SDGsのｺﾞｰﾙだけ
で考えると、抽象的にならざるを得ない
が、「169のﾀｰｹﾞｯﾄ」まで深堀すると、よ
り理解が進む。

• 目標と同時にKPI、重要業績指標を併せて
設定することも重要。目標を達成するに
は、達成を図る物差しとして数値化しKPI
をﾁｪｯｸすることにより、達成状況が明ら
かになる。
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４－７ SDGs目標達成へのｼﾅﾘｵﾛｼﾞｯｸを描く

ＳDGsの目標を立て、その目標を達成するためには、対
象となる事業の活動をどのように行い、その活動によっ
て自社にどのような成果が見込まれるか、その結果、社
会活動の解決にどのようにつながっていくのかの道筋を
示して、2030年の最終目標を見据えてｼﾅﾘｵを描く必要が
ある。

このｼﾅﾘｵを描く道筋を整理したものが、「SDGs達成へ
のｼﾅﾘｵﾛｼﾞｯｸ」。

1.「現状」で、現在の空家をめぐる状況を記入。

2. 自社でどのような活動をしていくかを「ｲﾝﾌﾟｯﾄ」に
記載。

3. その結果直接得られる、あるいは見込まれる一時的
成果が「直接ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ」。得られると見込まれる2次的成
果が「中間ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ」、さらに中間ｱｳﾄﾌﾟｯﾄを続けた結果
が「最終ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ」。なお、「ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ」がｲﾝﾌﾟｯﾄすれば
自動的に出てくるものを意味するのに対し、「ｱｳﾄｶﾑ」
はｲﾝﾌﾟｯﾄして自分で主体的に活動しないと出てこない成
果を意味する。

自社の活動を続けることにより生み出されたそれぞれ
のｱｳﾄﾌﾟｯﾄから社会課題の解決に結びつくものが「社会
的ｱｳﾄｶﾑ」。

• 直接ｱｳﾄｶﾑ、中間ｱｳﾄｶﾑ、最終ｱｳﾄｶﾑから社会課題の解決
に結びつくと見込まれる社会的ｱｳﾄｶﾑを、それぞれ記入
していくことで、SDGs達成へのｼﾅﾘｵﾛｼﾞｯｸが明確になる
はず。このｼﾅﾘｵﾛｼﾞｯｸは、SDGs活動を行う上において、
自社の社員が価値を共感するｽﾄｰﾘｰになるもの。

• 一方で、「最終ｱｳﾄｶﾑ」から遡って「現状」に至るまで、
ﾊﾞｯｸｷｬｽﾁﾝｸﾞで遡ってﾛｼﾞｯｸが成り立っているかも見て
おく。

• つまり、これから行う「ｲﾝﾌﾟｯﾄ(活動)」が、来るべき
将来の「最終ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ」や「最終社会的ｱｳﾄｶﾑ」に結び
つくための大切な出発点になる。

ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ､ｱｳﾄｶﾑの違い

ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ 自分が出力したもの

出力・出力結果

ｱｳﾄｶﾑ 顧客に起きた変化・成果、効果
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5.SDGs経営計画を作成し、活動を開始する

5-1.SDGs経営計画書の作成、KPIの設定

ここまでで、SDGsを推進する為に何に取組む
か、その取組が「正の影響をあたえるのか」
「負の影響を減じるのか」の視点で考えてきた。

その中から、自社にとっても社会にとっても
重要であるかどうかを区分し、優先課題を決め、
その優先課題に取り組んでSDGs達成へのｼﾅﾘｵﾛ
ｼﾞｯｸを組み立てた。

次は具体的な計画を立てることで、2030年を
達成年度とした経営計画を策定すること。(SDGs
経営計画書)

自社として持続可能な社会的・環境的・経済
的なSDGs達成目標として、具体的かつ計測可能
な社会的・環境的・経済的なSDGs目標として、
具体的かつ計測可能な期限を定めたKPI(重要業
績指標)を設定することが大切になる。

KPIは定性的なものではなく、できるだけ定量
的な指標とすることが重要で、達成の進捗状況
が明確にわかりやすいものとなる。また、活動
の影響又は結果に直接対応する指標であること
が求められる。

・リフォーム事業

・空家を活用したｺﾐﾆｭｹｲｼｮﾝｽﾍﾟｰｽの数

2019年 4ケ所 →2030年 56か所

・太陽光発電事業

太陽光発電を設置した福祉避難所数

2019年 3ケ所 →2030年 432か所

福祉避難所での太陽光発電量

2019年 196KW→2030年 19,440KW

福祉避難所に太陽光発電を設置することに
よるCO2削減量

2019年 108T →2030年 10,692t

障碍者の就労支援実績

2019年 19人 →2030年 1,296人

就労支援語就職につながった人数

2019年 5人 →2030年 324人
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• 同社のKPIは非常にわかりやす

く、だれが見ても容易に理解で

き、かつ測定可能なものです。

• 社員にも取引先にも、外部のｽ

ﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰにとっても納得がいく

KPIを事業の内容から探す必要が

ある。この場合も社会に正の影

響を与えるもの、または負の影

響を減じる者の視点からとらえ

ると探しやすくなる。

• このKPIは、同時に自社の経営

成果につながるものでなければ

ならない。
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５－２ ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝを立て、取組を始める

「SDGs達成のｼﾅﾘｵﾛｼﾞｯｸ」に基づいた具
体的なｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝを立て、年度毎に実行
に移すことになる。SDGsの実施計画書を
作成し、5W1Hで明確にする。

まず、自社がこれから実行していく内容
について、具体的施策をﾘｽﾄｱｯﾌﾟし、同時
にその施策を実施する場所は自社だけな
のか、自社のどの部署なのか、外部なのか、
外部と提携していくものなのかについて明
らかにしておく。

1年後の経営効果目標(直接ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ)を
できるだけ数値で表す。またその経営効果
目標と社会貢献目標を確認できる資料を
明示する。

併せて1年後の社会貢献目標(社会的ｱｳ
ﾄｶﾑ)も可能な限り数値で表す。また、その
経営効果目標と社会貢献目標を確認でき
る資料を明示する。併せて1年後の社会貢
献目標(社会的ｱｳﾄｶﾑ)も可能な限り数値
で表す。

さらに、具体的施策の実施責任者を決め
る。その後、1年間の実施ｽｹｼﾞｭｰﾙを各月
ごとに記入していき、これらを一つのｼｰﾄ
に網羅することで、実施計画が一目瞭然、
だれが見てもわかるようになる。
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６ 取組結果を評価し、次の展開に進む

６－１ 取組結果を測定・評価する

SDGsの目標は、短期間で成就でき

るものではないので、進捗状況をﾁｪｯｸ

測定し、その結果を評価し、改善点や

問題点が発見された場合、さらなる向

上のための施策を実行するというplan-

do-see-check and actionのｻｲｸﾙを回し

ていくことが必要。

具体的には、既に設定したKPIとｱｳﾄ

ﾌﾟｯﾄ及び社会的ｱｳﾄｶﾑの目標に対し、評

価していくことが出発点となる。

期待したもの以上であった場合、

「なぜ良い成果が得られたのか？」

「成功要因は何だったのか？」「そ

れは内的なものだったのか、外的な

ものだったのか？」を振り返る。

期待以下だった場合も、「なぜ期

待以下だったのか？」「阻害要因は

何だったのか？」「それは内的なも

のだったか、外的なものだったか」

を振り返る。
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６－2 評価結果を基に次の展開へ進む

評価及び成果の解釈を繰り返すことで、現状
やってきたｱｸｼｮﾝが妥当か、あるいは改善すべ
きか、更なる向上のための施策は何かを詰める。
その結果、優先課題や目標の見直し、さらには
計画の変更もあり得る。

場合によっては、新しい優先課題や目標の見
直し、計画の変更、あるいは、新しい優先課題
や目標、計画の新たな設定もある。既存事業の
改善で良いのか、あるいは新規ﾋﾞｼﾞﾈｽへの取組
に進むべきかまで検討を進める。

重要なのは、SDGsの3つの側面「攻めの
SDGs」「守りのSDGs」「土台のSDGs」のうち、
守りと土台作りのSDGsだけでは同業他社との競
争に優位は打ち出せない。攻めのSDGsを推進し
てこそ、100年継続するｻｽﾃﾅﾌﾞﾙな企業となる。

攻めのSDGｓには、既存の事業における付加

価値の出し方とは異なる発想とそれを表現し
ていくｲﾉﾍﾞｲｼｮﾝが求められる。

既存事業への革新的な付加価値の提供とは
何かという命題への回答を真摯に考え、実現
に移し、結果を出すことが大切。

さらには、現有の経営資源を生かし、あるい
は新たな経営資源を投入して新規に事業を興
していくことも飛躍の第1歩となる。

少なくとも四半期ごとに評価を繰り返し、年
度末に於いて新たなSDGs計画を練り直す必要
がある。
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６－３ 一連の取組を整理し、外部へ発信する

取組を振り返ることで、外部に発信できるｱ
ﾋﾟｰﾙﾎﾟｲﾝﾄが見つかる。

調達から製造、販売までの流れのﾊﾞﾘｭｰﾁｪｲﾝ全
体にSDGsをﾏｯﾋﾟﾝｸﾞして示す事。

企業理念やﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ、自社の技術や製品、
ｻｰﾋﾞｽの強みや特徴をSDGsと関連付けて説明する
ことで説得力が高まる。

自社の社会課題解決に向けた価値創造をｽﾄｰﾘｰ
として展開し、表現、発信することが重要。

ＳDGsに取組んでいることを積極的に外部発信
することは、自社のﾌﾞﾗﾝﾃﾞｲﾞﾝｸﾞの向上に役立つ。

自社のﾎーﾑﾍﾟｰｼﾞにSDGsに関する活動ﾚﾎﾟｰﾄを
掲載したり、ﾌﾞﾛｸﾞやSNSで発信する、会社案内
や商品、ｻｰﾋﾞｽのﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄにも、SDGsと関連付け
て説明するといった工夫が必要。

７．ＳDGs経営実践のまとめ

７－1 ＳDGs経営を実践するための取組を整理
する

ＳDGs経営の実践は、持続可能な100年企業を
目指す事とも言える。そのためには、企業経営
をSDGsの視点から捉え、全社員が同じ理念の下
で、自社のSDGsを実行推進し、目標達成への道
程を歩むことが必要。

SDGs経営推進手順を表に示す。
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７－2 中小企業の
SDGs経営実践事例

外務省が発表して
いるSDGs取組事例

「Japan SDGs
Action Platform」

に多くの事例が報
告されている。

• 取組事例 ※本ページは、令和４年３月末をもって掲載を終了い
たします。

• （重要）「取組事例」の新規受付中止及び掲載の終了について
• 本件「取組事例」については、SDGsの認知拡大及びSDGsに係
る具体的な取組を始めるにあたっての参考としていただくこと
を目的に、本HP設立当初（平成30年６月）から開始しました。

• 開始以降、掲載希望申請に基づき、日本国内の企業・団体等の
取組の中でSDGsとの関連を分かりやすく記載しているHPを、
「取組事例」のページにリンク掲載してきました。

• 今般、国内におけるSDGsの認知度の向上及び各方面での取組
の普及・拡大に伴い、本件「取組事例」掲載の取組は所期の目
的を達成し、一定の役目を果たしたと考えられます。

• 上記を踏まえ、この度、掲載希望申請の新規受付を令和３年12
月末をもって終了するとともに、令和４年３月末をもって本件
「取組事例」のページを閉鎖することといたしました。

• なお、これまで掲載が認められた団体に対してジャパンロゴの
使用を許可しておりますが、当該ロゴの使用に関しましては、
令和３年12月31日までの受付分として掲載された団体に対し
ては、規定に則り、引き続き使用を許可いたします。
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